
千
歳
基
地
航
空
祭
が

八
月
五
日
、
雨
天
の
中
、

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の

展
示
中
止
、

悪
天
候
に
よ

る
機
動
飛
行

中
止
に
も
か

か
わ
ら
ず
、

全
道
、
全
国

よ
り
多

く
の

観
衆
が

集
ま

り
、
地
上
展

示
の
航
空
機

鑑
賞
を
楽
し

ん
だ
。

そ
れ
に
伴

い
、
千
鷲
会

は
八
月
四
日

の
前
夜
祭
懇

親
会
及
び
八
月
五
日
の

基
地
祝
賀
会
受
付
、
エ

ス
コ
ー
ト
等
を
森
田
副

会
長
以
下
延
べ
二
十
五

名
の
会
員
が
支
援
し
た
。

定
期
総
会
が
六
月
八

日
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
千
歳
に
お

い
て
、
五
十
名
の
会
員

が
出
席
し
、
平
成
二
十

三
年
度
収
支
決
算
報
告

及
び
新
年
度
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で

は

会

員

百

三

十

六
名

（
正
会
員
九
十
六
名
、

賛
助
会
員
十
三
名
、
現

役
二
十
七
名
）
が
参
加

し
、

懐
か
し
い
昔
話
に

時
を
忘
れ
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
。

千
鷲
会
の
部
隊
研
修

を
七
月
五
日
、
会
員
三

十
七
名
が
参
加
し
て
、

実
戦
部
隊
の
装
備
品
等

の
見
学
を
実
施
し
た
。

研
修
内
容
は
、
飛
行

群
の
Ｆ
１
５
戦
闘
機
見

学
、
救
難
隊
の
救
難
ヘ

リ
見
学
、
特
別
航
空
輸

送
隊
の
政
府
専
用
機
見

学
、
金
古
基
地
司
令
講

話
に
よ
る
航
空
自
衛
隊

の
現
状
と
千
歳
基
地
の

近
況
及
び
部
隊
喫
食
で

し
た
。

部
隊
喫
食
で
は
、
現

役
時
代
を
思
い
出
し
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
に
舌
鼓
を

打
っ
た
。

次
回
（
時
期
未
定
）

は
、
家
族
を
含
め
た
研

修
を
実
施
し
た
い
。
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（第７号）

発行

千鷲会

平
成
二
十
四
年
度

定
期
総
会
・

懇
親
会

千
鷲
会
創
設
三
〇
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま

で
会
の
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た

会
長
、
役
員
の
方
々
と
協
力
さ
れ
た

会
員
の
皆
様
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

私
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
上
野
か

ら
後
払
証
で
急
行
と
連
絡
船
を
乗
り

継
ぎ
、
二
十
三
時
間
か
け

て
生
ま
れ
て
初
め
て
北
海

道
に
渡
り
、
千
歳
駅
前
の

食
堂
で
制
服
に
着
替
え
て

千
歳
基
地
に
入
っ
た
事
を
、

昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
操

縦
要
員
の
部
隊
実
習
生
と
し
て
、
Ｆ

１
０
４
を
装
備
す
る
二
〇
一
飛
行
隊

に
配
属
さ
れ
た
の
で
す
が
、
当
時
の

飛
行
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
後
に
空
幕

長
や
方
面
隊
司
令
官
と
な
ら
れ
た
、

そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、
二

〇
三
飛
行
隊
に
は
朝
倉
会
長
も
在
籍

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
千
歳
基
地
と
の
縁
が

始
ま
り
、
Ｆ
１
５
が
千
歳
基
地
に
配

備
さ
れ
て
す
ぐ
私
も
二
〇
三
飛
行
隊

に
配
置
さ
れ
、
千
歳
基
地
と
の
関
係

が
さ
ら
に
深
く
な
り
ま
し
た
。
千
歳

は
、
昔
も
今
も
空
自
作
戦
部
隊
の
中

核
で
あ
り
、
た
と
え
情
勢
が
我
が
国

西
方
地
域
で
緊
迫
し
て
も
、
北
で
練

成
し
た
戦
力
が
西
方
地
域
に
機
動
展

開
し
、
事
態
に
対
処
す
る
戦
力
の
中

核
と
な
る
事
に
変
わ
り
は
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

千
鷲
会
は
こ
の
中
核
と
な
る
戦
力

の
練
成
を
間
接
的
に
支
援
し
、
種
々

の
事
態
発
生
時
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
基
地
を
直
接
支
援
す
る
事
が
任
務

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
普
段

は
会
の
懇
親
会
で
酒
に
酔
い
昔
話
に

興
じ
て
い
て
も
、
い
ざ
非
常
時
は
一

致
団
結
し
て
、
基
地
を
支
援
す
る
組

織
が
あ
る
と
い
う
事
が
有
形
、
無
形

の
第
二
の
戦
力
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

お
わ
り
に
、
基
地
は
そ

の
所
在
す
る
自
治
体
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
、
自
治

体
の
発
展
は
基
地
に
と
っ

て
も
大
切
で
す
。
千
歳
市

の
特
徴
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
私
は

全
国
屈
指
の
飲
み
屋
の
数
で
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
経
済

的
、
体
力
的
に
は
、
昔
に
及
び
ま
せ

ん
が
、
老
体
に
鞭
打
ち
、
花
街
の
活

性
化
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
鷲
会
創
設
三
〇
周
年
に
寄
せ
て

千
鷲
会

岩
井

義
則

特輸隊（政府専用機） 部隊喫食（有料）

部
隊
研
修

航空祭受付風景

飛行群（F15戦闘機 ）

千歳基地航空祭を支援



長
年
に
わ
た
っ
て
活

躍
し
た
Ｆ
４
フ
ァ
ン
ト

ム
の
展
示
セ
レ
モ
ニ
ー

が
八
月
四
日
、
基
地
内

エ
ア
パ
ー
ク
で
お
こ
な

わ
れ
た
。

千
鷲
会
か
ら
元
三
〇

二
飛
行
隊
の
隊
員
二
〇

名
余
り
が
参
加
し
、
金

古
基
地
司
令
の
挨
拶
に

続
き
、
来
賓
と
し
て
招

か
れ
た
朝
倉
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
後
、
長
年

に
渡
り
北
の
空
の
守
り

に
つ
い
た
雄
姿
を
バ
ッ

ク
に
記
念
撮
影
し
た
。

会
員
は
セ
レ
モ
ニ
ー

後
も
、
い
つ
ま
で
も
機

体
に
触
れ
て
懐
か
し
ん

で
い
た
。

毎
年
、
基
地
航
空
祭

前
に
実
施
し
て
い
る
雄

魂
碑
周
辺
の
樹
木
剪
定

作
業
を
七
月
二
十
六
日

午
前
中
、
会
長
以
下
十

三
名
が
汗
を
流
し
た
。

作
業
中
、
樹
木
の
中
に

巣
を
作
っ
て
い
た
ス
ズ

メ
バ
チ
に
突
然
襲
撃
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の
後

の
処
置
（
衛
生
隊
の
応

急
処
置
後
、
病
院
に
受

診
）
が
素
早
く
、
大
事

に
は
至
ら
ず
、
一
安
心
。

夕
方
か
ら
夜
勤
に
つ
い

た
そ
う
で
す
。

次
回
は
、
作
業
前
に

「
蜂
の
巣
」
の
点
検
か

ら
始
め
ま
す
。

千
鷲
会
だ
よ
り
等
を

配
達
し
て
い
る
広
域
地

区
幹
事
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

鉄
東
地
区

古
川

捷
喜

鉄
北
地
区

坪
川

勝
比
古

北
桜
地
区

鶴

友
助

中
心
街
地
区

井
越

忠
男

向
陽
台
地
区

谷
田

秀
明
（
正
）

秋
山

重
穂
（
副
）

近
郊
・
道
外

白
木

敏
滋

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

空
自
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の

関
心
事
に
つ
い
て
情
報

を
共
有
し
、
各
地
の
Ｏ

Ｂ
会
が
必
要
に
応
じ
て

個
別
に
又
は
協
力
し
て

対
応
で
き
る
態
勢
を
と

る
こ
と
、
情
報
交
換
を

通
じ
て
空
自
Ｏ
Ｂ
と
し

て
の
絆
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
連
絡
会

を
立
ち
上
げ
る
べ
く
数

年
に
わ
た
り
検
討
が
続

け
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

ほ
ど
七
月
二
十
日
に
当

会
を
含
む
全
国
の
二
十

五
個
団
体
、
七
千
五
百

名
を
も
っ
て
「
航
空
自

衛
隊
退
職
者
団
体
連
絡

会
」
が
発
足
し
た
。

細

部

に

つ

い
て

は

「
つ
ば
さ
会
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（w
w
w
.
t
s
u
b
a
s

a
k
a
i
.
o
r
g

）
か
ら
リ
ン

ク
が
作
ら
れ
て
い
る
。

ご
案
内

千
鷲
会
創
設
三
〇

周
年
記
念
式
典

▽
日
時

十
月
二
十
日
（
土
）

午
後
六
時
か
ら

▽
会
場

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ

ク
リ
ア
ン

▽
内
容

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
等
を
予
定

以
上
の
と
お
り
盛

大
に
三
〇
周
年
の

式
典
を
企
画
し
て

お
り
ま
す
。
全
会
員
に
は
、

案
内
状
を
配
布
（
送
付
）

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
創

設
三
〇
周
年
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。
会
員
参
加
の
呼

び
か
け
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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事
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

千
鷲
会
の
会
員
数

（
九
月
一
日
現
在
）

各

紹

介

正

会

員

６
７
０
名

賛
助
会
員

団
体

１
５
社

個
人

１
２
名

新
入
会
員

山
中

誠

(

特
輸
隊)

里

直
造

(

援
護
室)

守
谷

敏
弘
（
幹
部
学
校)

斉
藤

宏

(

特
輸
隊)

髙
橋

達
治

(

３
高
群)

工
藤

和
夫
（
特
輸
隊
）

物
故
会
員

小
川

良
治

(

富

丘)

古
賀
大
八
郎

(

日
の
出)

慰
霊
碑
『
雄
魂
』

の
樹
木
剪
定

空
自
Ｏ
Ｂ
連
絡
会

が
発
足

投
稿
記
事
の
募
集

会
員
皆
様
方
の
活
動
状

況
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
、

体
験
談
、
随
筆
、
評
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

自
薦
、
他
薦
大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

(

４
２)

０
２
９
５

国
井(

２
８)

４
３
０
２

芦
田(

２
６)

４
０
５
３

見
習
い
が
半
年
ほ
ど
過
ぎ
た
こ
ろ
、
米

軍
も
こ
の
場
所
か
ら
引
き
揚
げ
我
々
自
衛

官
が
業
務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ

か
ら
Ｗ
Ｏ
Ｃ
（
団
戦
闘
指
揮
所
）
に
引
き

継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

二
空
団
の
飛
行
訓
練
も
順
調
に
実
施
さ

れ
、
そ
の
後
第
三
飛
行
隊
（
当
時
は
一
個

飛
行
隊
）
の
Ｆ
８
６
Ｆ
（
昼
間
戦
闘
機
）

に
よ
り
、
当
初
は
二
時
間
の
ち
四
時
間
の

短
い
待
機
に
よ
る
日
本
最
初
の
ア
ラ
ー
ト

任
務
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
年
）
四
月
二
十
八

日
で
あ
る
。

事
務
所
や
内
務
班
は
も
と
よ
り
、

団
司
令
室
や
司
令
部
の
事
務
所

は
す
べ
て
米
軍
が
進
駐
時
に
建

設
し
た
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
で
、
夏

は
暑
く
冬
は
石
炭
ス
ト
ー
ブ
の
た
め
空
気

が
乾
燥
し
喉
を
痛
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め

土
間
に
は
常
に
水
を
ま
き
乾
燥
防
止
に
努

め
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
内
務
班
編
成

も
現
在
の
部
隊
別
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

隊
員
が
起
居
を
共
に
し
、
起
床
後
は
食
事

を
済
ま
せ
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
へ
向
か
い
ま

し
た
。
食
事
は
外
米
が
入
り
、
食
欲
旺
盛

な
我
々
に
と
っ
て
は
量
が
少
な
く
空
腹
の

連
続
で
あ
り
ま
し
た
。
食
堂
に
は
箸
が
な

い
た
め
個
々
に
箸
や
フ
ォ
ー
ク
を
携
行
し
、

作
業
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
箸
箱
が
歩

く
た
び
に
「
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
」
と
音
が
し
、

ま
る
で
歩
調
を
取
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

で
し
た
。
夜
勤
明
け
で
内
務
班
に
戻
っ
て

食
堂
に
行
っ
て
も
既
に
食
堂
は
閉
鎖
さ
れ
、

空
腹
の
辛
さ
を
何
度
味
わ
っ
た
か
今
で
も

思
い
出
し
ま
す
。(

仕
事
の
辛
さ
よ
り
、

空
腹
は
こ
た
え
ま
し
た
。)

休
み
の
日
は

必
ず
外
出
を
し
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
事
を

す
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

昭
和
三
十
三
年
七
月
に
市
制
が
施
行
さ

れ
、
千
歳
郡
千
歳
町
か
ら
千
歳
市
と
な
り

人
口
も
増
加
し
市
内
は
米
軍
人
と
制
服
を

着
た
陸
自
隊
員
や
我
々
空
自
隊
員
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
道
路
は

殆
ど
が
で
こ
ぼ
こ
の
砂
利
道
で
、
唯
一
舗

装
さ
れ
て
い
た
の
は
現
在
の
「
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
テ
ラ
ス
千
歳
」
辺
り
か
ら
札
幌
へ
向

か
う
一
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
道
路

だ
け
で
し
た
。
当
時
千
歳
の
人
々
は
そ
れ

を
「
弾
丸
道
路
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

千
歳
～
札
幌
間(

三
十
四
、
五
㎞)

を
昭
和

二
十
七
年
十
月
に
改
良
舗
装
工
事
が
始
ま

り
、
わ
ず
か
一
年
余
り
で
完
成
。
翌
年
十

一
月
二
十
日
、
道
内
初
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
道
路
と
し
て
開
通
、
呼
び
名
の
由
来

に
「
弾
丸
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
る

か
ら
」
、
「
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
た
か
ら
」
、
「
米
軍
が
駐
留
し
て
い
た

こ
ろ
弾
丸
を
運
ん
で
い
た
か
ら
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
説
が
あ
る
。
西
部
劇
に
出
て
く

る
よ
う
な
飲
食
店
が
立
ち
並
び
、
ス
タ
ン

ド
バ
ー(

現
在
の
ス
ナ
ッ
ク)

が
ひ
し
め
き

合
い
、
日
暮
れ
と
と
も
に
華

や
か
な
ネ
オ
ン
に
彩
ら
れ
る

ま
ち
、
そ
れ
が
今
の
清
水
町

で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
半
世
紀

が
過
ぎ
、
千
歳
は
自
衛
隊
の

ま
ち
、
空
港
の
ま
ち
と
と
も

に
発
展
を
遂
げ
、
そ
ん
な
苦
労
も
昔
ば
な

し
と
な
り
、
こ
の
千
歳
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。(

完)

三
回
に
わ
た
り
投
稿
し
て
頂
い
た
影
山

廣
会
員
は
現
在
、
千
歳
国
際
交
流
協
会
加

盟
団
体
千
歳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
ク
ラ
ブ

会
長
と
し
て
、
千
歳
を
拠
点
に
外
国
人
観

光
客
等
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
中
で
す
。

二
空
団
創
設
期
の
想
い
出

二
空
団
Ｏ
Ｂ

影
山

廣

地
区
幹
事
紹
介

展示セレモニー
尾白鷲Ｆ－４ＥＪ（３４５号機）
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